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こ
の
時
帰
農
⼟
着
し
た
旧
吉
⾒
家
⾂
堀
弥
三
兵

衛
に
対
し
て
︑
津
和
野
城
お
よ
び
在
町
の
預
か

り
を
命
ぜ
ら
れ
︑臨
時
的
⽀
配
と
な
ỵ
た
︒更
に

坂
崎
⽒
断
絶
後
も
銀
⼭
代
官
よ
り
︑
元
和
四
年

(

⼀
六
⼀
六)

⻲
井
⽒
⼊
城
ま
で
先
格
の
と
お
り

弥
三
兵
衛
の
嫡
男
平
吉
が
︑
城
お
よ
び
市
中
預

り
役
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勤
め
た
︒ 

因
み
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昭
和
⼗
九
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⼀
九
四
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九
⽉
⼗
⼀
⽇
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は
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当
町
追
懐
之
有
志
者
﹂(

代
表
望
⽉
幸
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に
よ
ỵ
て
︑﹁
直
盛
公
三
百
年
法
会
﹂
が
営
ま
れ
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